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「アブル・ベガ民族舞踊団」 

写真提供：㈱ソル・デ・エスパーニャ 

「トゥナ」 

写真提供：㈱ソル・デ・エスパーニャ 

「ハラウ・フラ・ナ・レイ・オ・カホロク」 

<資  料> 

参加団体及び出演者プロフィール                       

５月「飾ろう！花の祭山車  LET'S  DECORATE  A  FLOWER FLOAT!」      

■ アブル・ベカ民族舞踊団（スペイン・セビリア） 

Asociacion Cultural Folklorica“ABUL-BEKA”      

1950 年に創立、スペインを代表し世界的に活躍する 

舞踊団。失われつつあったスペイン各地の民族舞踊 

の伝統を取り戻し継承することを目的として常に努力 

を重ねている。1968 年からは国境を越え、フランスや 

モロッコ、スイス、イタリア、ユーゴ、ドイツ、ポルトガル、 

チリ、日本、エジプト、チェコ、ポーランドやイラクでも 

公演を行う。1981 年には舞踊学校をも設立し、現在で 

は 700 人以上の生徒数を誇る。 

フラメンコのほか、クラシコ・エサパニョールや各地民族 

舞踊をも学べる数少ない研究所であり、スペイン各地で 

コンクールやフェスティバル、デモンストレーションを開催 

し、近年ではスペイン国内フェスティバルには必ず参加、 

特にペドロ・ロメロ祭では国際民族舞踊ガラ・コンサートを毎年開催しスペイン国内の由緒ある民族舞

踊のコンサートとして話題を集めた。数多くの賞を受賞し、特に“金のアマポーラ賞”の受賞は特筆すべ

きものである。このイベントで「セビリアの春祭り」を再現する。 

  

■ トゥナ（スペイン・グラナダ） 

Tuna 

トゥナは、学生達が大学に行く学費を稼ぐために、スペイン 

民謡を歌って公園や居酒屋などを廻ってチップ集めをしてい 

たのが発祥とされている。起源は謎だが、７００年前にでき 

たスペイン最古の大学、サラマンカ大学とサンティアゴ・ 

デ・コンポステラ大学にはすでに存在していたと言われて 

いる。スペインでは今でも学生達が 4･5 名のグループを組ん 

でスペインの民謡を語り継いでいる。                              

 

■ ハラウ・フラ・ナ・レイ・オ・カホロク（アメリカ合衆国・ハワイ） 

Halau Hula Na Lei O Kaholoku 

ハワイ島コハラ出身の、ハワイアン･ミュージックとフラの世界で 

数々の実績を持つ音楽一家、リム･ファミリーの長女レイアロハ・ 

リム・アミナと次女ナニ･リム･ヤップの姉妹のクムフラ(フラのマス 

ター)。 

1990 年、2 人が中心となって、ハラウ・フラ・ナ・レイ・オ・カホロク 

（フラの学校）を創立。現在では、ハワイのみならず、日本やタヒチ 

でもワークショップを開催し、フラの素晴らしさを広めるために各地 

を飛び回っている。 

2004 年、メリーモナーク・フェスティバルに出場し、4 年連続優勝し 

ていたHalau O Kamuelaに続いて、大会総合優勝の栄冠に手にし    

た。 
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「奥三河の花祭り」 

「美濃花みこし連」 

 

■ 奥三河の花祭り(愛知県東栄町)／The Hana Matsuri Festival  

「花祭」とは、旧暦・霜月に行われる伝統行事として、毎年 

11 月から 3月にかけて愛知県北設楽郡東栄町、豊根村、 

津具村の３町村におよそ 700 年前から伝えられている。 

修験道の影響があるといわれる「湯立神楽」で、無病息災 

や豊作を祈願し、新しい清らかな魂を再生する。祭りの場 

は、「まいど（舞処、舞戸）」といい、中央に湯釜が据えられ、 

この「まいど」を中心に五色の鮮やかな湯蓋、添花などの 

飾りや、「ざぜち」という様々なデザインの切り絵が飾られ 

る。神事的な行事を進める「花太夫」を中心に、稚児の舞 

や鬼の舞など一晩中かけて舞われる。 

 

■ 美濃花みこし連(岐阜県美濃市)／Hana Mikoshi Ren  

花みこしの始まりは、雨乞いを起源として江戸時代に遡る。 

1766 年頃に雨乞いから待ち騒ぎとなり造物を作って担ぎ 

騒ぎ、その後次第に他の祭りにも担ぎ出されるようになった。 

1853 年頃現在の花みこしに良く似た形となり以降、今日ま 

で続いている。 

花みこし連は、美濃の先達の心意気とたゆまぬ努力の積み 

重ねられた文化を現代に受け継ぐために発足され、資料の 

収集や情報交換を通して、伝統文化の維持､保存並びに 

振興発展に協力し、国内外にもアピールをしている。 

 

■ イエメンの舞踊と音楽 (イエメン共和国)  

「幸福のアラビア」と呼ばれる国イエメンはアラビア伝統が今も息づく異国情緒豊かな国。北イエメン

の部族民（カビーリー）は、腰にクルアーンの文句が刺繍された幅広のベルトを巻き、《ジャンビーア》

と呼ばれる「Ｊ型」の短剣のうち、先端が跳ね上がった『アシーブ』と呼ばれるジャンビーアを差す。 

ジャンビーア・ダンスは、イスラームの祝祭日（断食月あけ等）、部族の祝い事などがあると、同じ部族

の男性が集い、祝いのダンスを踊る。リズム、ステップ、強弱などは部族によって異なる。サナアの近

郊にあるワディ・ダハールでは、ジャンビーア・ダンスが披露されることで有名。踊りは横一列、円の２

通りある。 

 

 

 

 

 

 

 

 


